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　図15　駿河トラフ及び南海トラフから沈み込んでいるフィリピン海フソート上面の等深線（山
　　　　崎・大井田（1985）による）．
Fig．15　Contour　map　of　the　inclined　seismic　zone　by　Yamazaki　and　Ooida（1985）．
　上記の例や震源分布のみに基づいて，図8と図13のモデルの当否を結論する事は難しいか
もしれない．しかし，さらに．図16に示された位置の．震源の垂直分布も加えて両等深線を
再検討した結果，すくなくとも震源分布に基づく限り，図8の等深線の方がより妥当である
と考える．今後，発震機構等の研究も加えて検討すべき問題であろう．
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S8
／
1螂。
誰
　　　　図16補足として調べた垂直断面の
　　　　　　　位置（上図）とその一例（下
　　　　　　　図）．下図は，上図S8の位
s≡7　　　　　　置に相当する垂直断面を示す．
　　　　　　　また，その両端のA，Bは，
　　　　　　　　S8の上端のA，Bに相当す
　　　　　　　る．
　　　Fig．16　Location　of　vertica1sec－
　　　　　　　tions　examined　as　a　sup－
　　　　　　　plement　and　an　examp1e
　　　　　　　of　those　vertica1sections．
　太平洋プレートに関しては，図11（b）を除いて，全てのモデルの傾向は似ている．図7の断
面E　W7～17で明瞭な二重深発地震面が認められる事も従来の結果（Ish　ida，1984）と同
様である．70～80㎞以浅では地震多発領域の上端を，それ以深では地震多発領域の上方10㎞
付近をプレート上面と仮定したか，プレート上面の決め方に多少不確定さは残っている．
　実際に，プレート形状の厳密な議論を進める場合，微小地震の震源分布のみでは，自ずか
ら限界がある．今後，微小地震の発震機構，あるいは大地震の発生過程等が研究上重要な鍵
となるであろう．いずれにしろ本稿の結果は，現在最も信頼度が高いと考えられる震源分布
データに基づくものであり，プレート運動を解明していくための重要な基礎データを提供す
るものである．その意味で，本稿では用いた震源分布図をできる限り多く示した、。
6．結　　論
　関東・東海地域の地震発生様式を理解するために．防災センターの1983年とユ984年の
震源データに基づき，フィリピン海及び太平洋プレート上面の形状を推定した．
　その結果，
①伊豆半島の両側．相模トラフと駿河トラフから東と西に傾き下がるフィリピン海プレー
　ト最北端部のプレート上面の形状は，図8で示されているようにかなり明確になってきた．
　しかし，両トラフを結ぶ陸域の一部，駿河トラフ側では、従来同様，沈み込みを示唆する
　ような地震は確認できなかった．
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②東京湾の北と南で，フィリピン海プレートは不連続，あるいは沈み込みの勾配が急変し
　ている可能性が考えられる．
③相模トラフ東部，東経140。以東で，フィリピン海プレートの沈み込みを示すような震
　源分布は確認できなかった．
④フィリピン海プレート上面の最深点は，北緯36．2㌧36，3。，東経139．1㌧139．8。近辺
　で70㎞，それ以深にっいては，プレートの存在は明らかでない．
⑤太平洋プレート上面の等深線は，従来の結果と比較して，平均的に10㎞程度浅く求めら
　れたが，その他の点では大差は認められなかった．
　本稿で示したプレート上面の等深線は，第一次近似としてのフィリピン海及び太平洋プレ
ートの形状を表わすものであり，詳細については．今後，データの蓄積を待って調べてゆく
つもりである．
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